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モータの使い方（減速機を使う）

T1 = η × R × TM

N1 =  NM ／ R

P = F×V = η × PM

T1 × N1 = η × TM × NM  =  PM

η: 効率比、例えば 0.95

R: 減速比、例えば 2

1st. 出力の計算

2nd. モータ回転速度決定

3rd. 減速機効率予測

4th. モータトルク算出
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出力の算出

例えば直動では、力(F)と速度(V)より

P = F[N]×V[m/s] = 100N × 100m/s = 10000W = 10kW

例えば円周上では、トルク(T)と回転速度(N)より

P = (F×r ) × (V/r) =  T[N-m]×N[ラジアン/s]

= T[N-m]×N[rpm]×2π/60

≒ T[N-m]×N[rpm]×0.105

= 10N-m × 9524rpm ×0.105 = 10000W = 10kW

R =0.1m

F,V
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極対数と回転速度 （電気機器学基礎論p134）

4極ならば 2

九電使えば 60Hz

60Hzでは、
2極    4極        6極    8極
3600rpm      1800rpm      1200rpm      800rpm

300Hzでは、
2極    4極        6極    8極
18000rpm    9000rpm      6000rpm      4000rpm
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固定子巻線の渡りを理解する

分布巻きの例 q=2 ：6極 36スロット

N S

全節巻 ： ＃１→＃７

短節巻 ： ＃１→＃６

コイルピッチ／磁極ピッチ：５／６

Β ＝ ５／６ ＝ ０．８３３

N

N
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S
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温度上昇を低減するには

CASE1 （経験的な例）
銅損 + 漂遊負荷損 + 鉄損 + 機械損 = 100%

50%       15%            20%      15%

⇒ 極端に大きな損失の計算間違いを疑う。

CASE２ （過度な小形化）
θs =Wi/(κ*Os)+15 ⇒ Os（表面積）を増大する。
⇒ サイズ（Ｄ，Ｌｉ）を増大する。

CASE2 （銅損対策）
Wc =3I2R ⇒ R（抵抗）を下げる。
⇒ 占積率50%に近づける， さらに短節巻にする。

CASE2 （鉄損対策）
⇒ （特に歯の鉄損をさげるために、）磁束密度を下げる。
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